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と 題 し た。European Research Councilの

























































































































































































































































































































　 何 は と も あ れ 寒 心 さ せ ら れ た の は、
Steineck氏（日本学主任教授）はもとより、
院生全員に至るまで、チュ大の面々が実に自
在に日本語を操ったことである。会話は申す
に及ばず、日本人もよう読まぬような道元禅
師の原典（むろん漢文）を扱っている。「発
表は日本語で」といわれて請け負った筆者だ
が、挨拶や休憩時間中は英語だろう、下手を
するとドイツ語では？と、内心ビクビク出か
けたところ、正真正銘まったくの杞憂に終
わった。最後のフェアウェル・パーティーで
山口大の役職者某氏の曰く、「最初から最後ま
で完全に日本語だけという「国際」シンポジ
ウムは珍しい」と（笑）。チュ大、畏るべし６）。
　もう少し時間学の全体像について語るべき
であったと思うが、紙幅も尽きたことゆえ、
これにて筆を擱く。
注
１）実際、あるネット書店を「時間論」で検索する
と、補助的なキーワードとして「時間論（哲学）」
と「時間論（物理学）」とが表示される。哲学と
物理学以外によく見られるものとしては、計時装
置（要するに時計）の技術的発展の跡をたどる、
ということがある。あくまでも「時計の歴史」な
のだが、それを修辞的に「時間の歴史」と称える
ことがしばしば行なわれる。
　コメントとしては、①業種による賃金体系
の差異の有無、②徳政における時間政策の具
体的側面、③香材と時間との結び付きに関す
る質問など、詳細な検討が加えられた。
８総括
コメンテータ：佐藤 弘夫（東北大）、坂東 洋
介、辻 正二
　佐藤からは、一元化・線形化された近代的
時間とは異なる、地域・集団・階層ごとに枝
分かれした中世日本社会における時間の多様
性を、巨視的な社会構造と関連付けながら考
察する必要があろうと、今後の指針が提示さ
れた。
　また坂東からは、原始的な社会が含んでい
た時間の多様性が、古代国家によって一元的
に収斂されたと見ると、中世の時間の多様性
をば、それに対する反発作用の帰結として捉
えられるのではないか、という問題提起が
あった。
　最後に辻は、すべての報告を社会学的な視
点から再定位するコメントを述べた。
３．むすびに
　以上のように、実にさまざまな関心や興味
に突き動かされて、時間をめぐる研究がなさ
れている。しかしながら、日本ではまだ、こ
うした研究領域が十分に認知されてはいない
ように思う。日本時間学会は厳然としてある
ものの、「私の専門は時間学だ」と明言する日
本人研究者には会ったことがない。このこと
は実はあまり不思議でもない。筆者は日本古
文書学会の会員となって久しいけれども、奇
妙なことに、会員名簿の「専攻・専門分野」
欄に「古文書学」と書いている人はほとんど
いない５）。古文書学会の名簿にわざわざ「古
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２）たとえば、かつて食物を見つけた場所にまた
行ってみる、というようなレベルでならば、過去
を認識していることは十分に考えられる。しかし、
測度的に「３日前にここで」などと思考してはお
るまい。あるいは、直前の食事から何時間経過し
たから次のエサを、というわけでもない。もっぱ
ら文字どおりの腹時計に従っている。それに対し
てヒトは、腹具合の如何にかかわらず、時計を見
て食餌行動に走ることが多い。時計が退社・退庁
時刻を指すと、決まって急にそわそわしだす呑兵
衛を見よ。かなりの呑み助といえども大抵は、わ
ずか１分前には酒のサの字も想ってはいないもの
である。
３）山口大学時間学研究所は、かの高名の数学者、
広中平祐学長の時代、2000年４月に設立された。
世界的にも珍しい研究所だが、地方のいわゆる旧
二期校大学をして国際的な学術中心たらしめると
いう理念は、着実に成果を挙げているといえよう。
構成は、数理科学、宇宙地球科学、生命科学、心
理学、人文学、工学、社会科学の７部門に分かれ、
７名の専任所員のほか、学内兼担15名、客員14名
を擁する。さすが国立、羨ましい限りである。
４）藤原兼家は『蜻蛉日記』の作者の夫。同日記は、
一夫多妻の貴族社会にあって、ままならぬ結婚生
活の苦悩を回想した作品である。
５）念のため贅言。いわゆる個人情報保護法のせい
であろう、だいぶ前から会員名簿は会員に配付さ
れていない。何かと厄介なことである。
６）ちなみに、彼ら彼女らの日本語に、訛りはほと
んどない。ついでに申せば、来日は初めてという
数人も含めて、全員が自然に箸を使った。学究的
関心にとどまらない、異文化理解の深さ・厚さを
そこに見なければなるまい。
